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Ⅰ．工事概要

１．工事場所

２．建物概要

建物名称

３．工事種目（●印を付けたものを適用する）

工事種目

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

●

４．設備概要（●印を付けたものを適用する。・印のものは適用しない。）

方法及び種別

空調方式

換気方式

給水方式

排水方式

給湯方式

消火設備の種別

ガスの種別

Ⅱ．図面目録

No.

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

M-06

M-07

Ⅲ．工事仕様

１．

２．

章

●
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

空気調和設備

冷暖房設備

暖房設備（床暖房）

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備

給油設備

厨房機器設備

実験実習器具設備

浄化槽設備

圧縮空気設備

その他工事（フェンス工事）

図面名称

機械設備特記仕様書

共通仕様

（１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　　公共建築工事標準仕様書機械設備工事編（最新版）

　　　並びに、国土交通省官庁営繕部設備課監修の機械設備工事標準図（最新版）による。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用する。

特記仕様

（１）章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は●印の付いたものを適用し、・印のものは適用しない。

（３）管材、ダクト材料については、図中の凡例による。

項　　目

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

方　式

放熱器

熱　源

燃　料

機材

監督員事務所

工事用電力・水等

足場・桟橋類

工程表及び施工計画

官公署への手続き

保険

被害届け等

竣功時提出物

残土処理

埋め戻し土

発生材処理

設備概要

空気調和

床暖房

空気調和機

ボイラー

ＧＨＰ

灯油

第一種換気

局所換気

水道直結

放流先

し尿浄化槽

局所式

スプリンクラー設備

消火器

都市ガス

液化石油ガス

建物別及び屋外

特　記　事　項

設備機材等指定表によるほか、同等品以上とする。ただし、同等品以上とする場合には

担当者の承諾を受ける。

この工事に必要な工事用電力、水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

実施工程表及び施行計画書は契約後速やかに提出する。

工事に必要な官公署などへの手続きは請負者が代行し速やかに行う。

建物(施設)引渡しまで請負者は工事目的物、工事材料等には、火災保険等

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合には、被害届を速やかに警察に提出すること。

共通仕様書によるほか別表による。

構造

工事種別

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

設けない

設ける

別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる

構内敷ならし

根切中の良質土(但し管の周囲は山砂又は再生砂)

構外搬出適切処理(廃棄物の処理及び清掃に関する法律に従うこと)

引渡しを要する物　 (

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

冷暖房

ＦＣＵ

温水発生機

ＫＨＰ

Ａ重油

（

（

（

（

(

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

発熱量

発熱量

階数

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

第二種換気

希釈換気

加圧式

公共下水

合併

中央式

屋内消火栓設備

No.

１号

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

温水暖房

パッケージ

冷凍機

ＥＨＰ

ＬＰガス

-

-

図面名称

構内指定場所たい積

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

単独

KJ/Nm3、供給業者：信州ガス株式会社

KJ/Nm3　※供給業者仕様による。

２号

延床面積(㎡）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

浄化槽

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

温風暖房

パネル

冷温水発生機

都市ガス

併合

３号

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

第三種換気

高置タンク式

）

）

屋外消火栓設備

備考

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

４号

本工事負担とする

構外搬出適切処理

川砂

屋外

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

蒸気暖房

ＦＣＶ

ＦＦ式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

）

）

５号)

)
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13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

電気保安技術者

主任技術者等の適用

資材の保管

技能士の適用

文字入れ名札等

取扱説明板

総合調整

定期報告

電動機

容量等の表示

耐震処置

他工事との取合い

管の切断及び

ネジ切り接続

吊金物

電気保安技術者を選任する

資材の保管は必ず屋根をかけ地上30cm以上の架台に乗せる。

共通仕様書第1編1.6.3によるほか、バルブ類等は必要に応じ合成樹脂製名札をステンレス線等

で取付ける。

機器等の取扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板(アクリル樹脂製、

文字彫込み程度)を設ける。

●

工事竣功後 3ヶ月・12ヶ月に点検を行い監督者に書面にて報告する。

 (調査は管理者の立会いのもとに行い、聞き取り調査を含め報告すること。)

換気扇、圧力扇、厨房機器その他これらに類するものの電動機の保護規格は、製造者規格

による標準品としてよい。

(1) 機器類の能力、容量は 表示された数値以上とする。

(2) 電動機出力、燃料消費量、圧力は、原則として表示された数値以下とする。

機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固に据付け、取付け又は支持を行う。

耐震措置及び施行方法は、次に掲げる次項以外、すべて建築設計耐震設計指針（建設省住

宅局建築指導課監修1984年版)による。

(1) 機器

 1)設計用水平地震力は、機器の自重(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効

　 重量)に、次に示す地域係数及び設計用標準震度を乗じたものとする。

   地域係数は1.0とする。

   設計用標準震度

 2)設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とした値とする。

 3)100kg以下の軽量な機器(共通仕様書の適用を受けるものは除く)においても耐震を

　 考慮し、据付け又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

下記の部分は本工事とする。

ネジ切り機は自動切り上げ装置付とする。

ネジ切りに際しては、ネジゲージを使用してネジが適正に切られているか確認する。

接合材はペーストシール材とし、ねじ山、管内部及び端面に付着している切削油、

水分、ほこり等、充分に除去した後、おねじ部のみ適量塗布する。

ライニンク゛鋼管用管端防食継手に付いては、コア挿入型は使用しないこと。

　吊金物は吊込み前に防錆塗装2回塗りを行う。(但し亜鉛メッキ鋼棒を除く)

再生資源の利用を図る

特別管理産業廃棄物 (

資格の区分Ⅰ

建築配管施工

熱絶縁施工

別途工事

本工事

最上階、屋上及び塔屋

中間階

地階及び1階床

配管、ダクト、器具据付けに伴うスリーブ箱入れ。

●別表 工事区分表に示す部分。

●図中特記による。

(

騒音測定

●

風量調整

●

資格の区分Ⅱ

冷凍空気調和機器施工

建築板金施工

初期運転状態の記録

●

１.０

０.６

０.６

水量調整

室内気流及びじんあい測定)

１.５(防振機器は２.０)

１.０(防振機器は１.５)

室内外の温湿度測定

)
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

１

２

３

４

５

６

防凍保温

設計温度

居室騒音限界

煤煙濃度計

煤塵量測定口

煙道

ダクト

風量測定口

チャンバー

ダクトの防漏策

防煙ダンパー

ピストンダンパー

弁

温度計

圧力計

瞬間流量計

絶縁フランジ

ダクト

風量測定口

ダンパー

ダクトのシール

チャンバー

耐火措置

(

取付箇所

内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

空調機械のサプライ･レターンチャンバー及び風道系で消音内貼りを施したチャンバーには

点検口を設ける。寸法は図示による。

外壁面のガラリに接続するチャンバー及びホッパー等は雨水の滞留のなきよう施行する。

チャンバーの隅部、器具取付用分岐ボックスの接続部及び隅部は、半田付又は、シーリン

グ材を充填する。

復帰方法

定格入力は、ＤＣ２４Ｖ ０.７Ａ以下とする。

復帰方法

下記の管及び風道に取付ける。温度計はバイメタル式円形指示計１００φとする。

下記の管に取付ける。

ピトー管方式によるもので止水コック付とし、形式及び取付部は下記による。

着脱形の指示部は付属とする。(・40A用   個  ・100A用    個  ・250A用    個)

取付箇所

空気調和設備に準ずる。

空気調和設備に準ずる。

自家発用換気ダクトが発電機室以外の部屋を通過する場合の耐火措置は図示による。

圧力タンク、膨張水槽、各種呼水槽等の鋼板製水槽は保温する。

大便器は保温する。

共同溝の保温種別(

ダクトの保温外装

区分

屋
内
露
出

屋外露出・多湿箇所

配管の保温外装(冷媒管を除く)

区分

屋
内
露
出

屋外露出･多湿箇所

冷媒管の保温外装

区分

屋内露出

屋外露出･多湿箇所

屋外露出部　下記の配管は防凍保温を施す。

給水管、冷温水管、膨張管、冷水管、温水管、ドレン管、消火管、排水管、弁類

　厚さは管径２５mm以下では５０mm、管径３２mm以上では４０mm以上とする。

　図示に従い電気ヒーター等による防凍対策を行う。

各種機器について図示電気ヒーター等により防凍対策を行う。

夏期

冬期

下表によるほか、耳障り音のないよう機種選定及びダクト消音対策を施す。

室　　名

設ける

設ける (８０φとする)

鋼板製

アングル工法

コーナーボルト工法(

スパイラルダクト

ＪＩＳ５ｋｇｆ/ｃｍ２　(０.４９ＭＰａ)

ＪＩＳ１０ｋｇｆ/ｃｍ２(０.９８ＭＰａ)

冷凍機の冷水及び冷却水出入り口管

直焚吸収冷温水機の冷温水及び冷却水出入り口管 

ボイラーの温水戻り管 

空気調和機の冷温水出入り口管及び三方弁装置後の返り管

熱交換器の出入り口管

冷温水ヘッダー及び各返り管

空気調和機等のサプライチャンバー、レターンダクト、外気取入れダクト

(パッケージエアコン、温風暖房機等)

冷凍機の冷水及び冷却水出入り口管

空気調和機の冷温水出入り口管 

直焚吸収冷温水機の冷温水及び冷却水出入り口管 

熱交換器の出入り口管

冷凍機の冷水及び冷却水出口管

直焚吸収冷温水機の冷温水及び冷却水出口管 

冷温水ヘッター (・各送り管  ・各返り管)

空気調和機の冷温水入り口又は出口管 

図示の箇所に設ける。

アングル工法

コーナーボルト工法(

スパイラルダクト

搭載ラインの生産排気用ダクトは、共通仕様書より１番手厚くする。

厨房系統

屋内消火管

図示による)

倉庫・書庫

主機械室

各機械室

居室・廊下など

倉庫・書庫

主機械室

各機械室

居室・廊下など

外　気

温度(DB)

湿度(RH)

３４.０℃

５５％

－８.８℃

７２％

(

図示した位置

外気取入れダクト

遠隔

遠隔

図示した位置

外気取入れダクト

室内条件

事務室等

温度(DB)

湿度(RH)

２６℃

制御なし

２２℃

制御なし

３.２mm

浴室(シャワー室、脱衣室を含む)系統

水抜きできない管

ピット内に準ずる

保温外装

保温外装

保温外装

共板工法

共板工法

ＳＵＳスパイラルダクト(浴室)

アルミガラスクロス

アルミガラスクロス

アルミガラスクロス

カラー鉄板

ＳＵＳ鋼板

アルミガラスクロス

アルミガラスクロス

アルミガラスクロス

カラー鉄板

ＳＵＳ鋼板

綿布

ＳＵＳ鋼板

精度

精度

成行き

-

成行き

-

Ａ特性(ｄＢ)

４.５mm)

送風機吐出又は吸込ダクト

空調機出口チャンバーの分岐ダクト

送風機吐出又は吸込ダクト

工場（材料置場を除く）

温度(DB)

湿度(RH)

２８℃

制御なし

２０℃

制御なし

スライド工法)

(

(

(

(

スライド工法)

スプリンクラー管

ＳＵＳ鋼板

ガルバリウム鋼板

合成樹脂カバー

ガルバリウム鋼板

樹脂化粧ケース

樹脂化粧ケース

ＮＣ値

精度

精度

成行き

－

成行き

－

固定

固定

固定

固定

)

着脱)

着脱)

着脱)

着脱)

○
排
煙
設
備

○
自
動
制
御

○
衛
生
器
具
設
備
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給
水
設
備

○
排
水
設
備

○
給
湯

○
消
火

○
厨
房

○
ガ
ス
設
備

Ⅴ．工事区分

項　　目

コンクリート部（壁、床）のスリーブ、箱入れ工事

同上補強工事

設備機器のコンクリート基礎

設備機器取付用のアンカー及び架台

補強を要するボードの切り込み及び下地の補強

補強を要しないボードの切り込み

天井・壁点検口設置工事

天井板の撤去・復旧工事

衛生器具・凍結防止ヒーター用電源コンセント設置工事

工場手洗い場の流し台及び設置工事

事務所棟事務室及び食堂のシステムキッチン(混合水栓､換気扇含む)及び据付工事

エアコン室内機、屋外機一次側電気設備工事

換気扇への電源接続、スイッチ及び配線工事

（別表）竣工時提出物 (○印を付けたものを提出する。作成方法は長野県機械設備工事施工手引きによる。)
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２
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２
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７

８

９

10

１

２

３

４

５

６

１

２

３

１

２

１

２

１

２

１

２

３

４

５

６

７

８

完成図

保守管理手引き

引渡し書

工具類等目録

完製図のＣＤ

設計図のＣＤ

バルブ開閉ハンドル・マンホールフック

共通仕様書による工具類及び保守管理付属品

官公署届出書類等

ダクト

排煙口の形式

排煙口開放装置

排煙風量測定

中央監視制御装置

同上構成、機能

電線管

大便器洗浄弁

大便器ロータンク

小便器洗浄弁

小便器洗浄タンク

水栓

化粧棚

石鹸入れ

手洗器

標記板

大便器耐火カバー

量水器

量水器桝

弁

引込納付金等

配管勾配

建物導入部配管

洗面器等の排水管

排水勾配

満水試験継手

絶縁

弁

消火栓箱

建物導入部配管

機器の寸法

燃焼機器

充填容器

集合装置

転倒防止等

メーター

ガス漏れ警報器

引込負担金

緊急遮断弁

建物導入部配管

建築設備定期検査業務指導書の排煙風量の検査方法に準ずる。(日本建築設備安全センター)

図示による。

原則として金属管とする。

コンクリート埋設配管及び天井内隠蔽部は、合成樹脂可とう電線管(ＰＥ)を使用してもよい。

取付箇所  (

不凍栓の二次側は水抜きが確実にできること。

洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

屋内

屋外

概略寸法とする。

使用熱源 (

亜鉛鍍金鉄板

天井取付 (

壁取付　 (

ワイヤー式又は電気式とする。

有り

バキュームブレーカ

ノンホールディング機構

水抜き装置付

不凍結装置付

個別感知フラッシュ方式(

ハイタンク(

洗浄管    (

節水コマ

陶器製    (

陶器製    (

止水栓付

設ける(ピット内は除く)

親メーター(

子メーター(

水道事業者指定品(

水道直結部分

その他部分

要(

標準図による。

図示の箇所に取付ける。

図示の箇所に取付ける。

ＪＩＳ５ｋｇｆ/ｃｍ２

(０.４９ＭＰａ)

長野県型

標準図による。

変位を吸収できるようにスリークッションとする。

別途(

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

要 (

要 (

標準図による

埋設配管は行わない。

８０Ａ以下は１/５０､１００Ａ以上は１/１００以上

１/５０以上

無し

大便器

本工事

都市ガス

５０kgボンベ

別途工事

マイコンメーター連動

スリット形

スリット形

露出

埋込ＶＡ

寒冷地対応固定コマ

露出形

露出形

トラップ掃除口付

貸与品

貸与品

ＪＩＳ１０ｋｇｆ/ｃｍ２(０.９８ＭＰａ)

ＪＩＳ５ｋｇｆ/ｃｍ２　(０.４９ＭＰａ)

ドラム式リールタイプ、消火器設置スペース付

標準図による(

標準図 (・a ・b)による。

親メーター (・貸与品  

設置する

ｉ

ｋ

ｌ

ｍ

ｎ

ｏ

ｐ

ｑ

ｒ

貸与品

変位を吸収できるようにスリークッションとする。

変位を吸収できるようにスリークッションとする。

原設計図(A-1版)納品用三つ折りケース

工事写真・しゅん工写真

各配管・機器類の耐圧漏洩試験成績表

動力操作盤の絶縁抵抗値記録表

試運転成績表(温度 ・騒音 ・風量 他)

工事日誌

打ち合わせ記録簿

試運転用油等の納品書写し

その他監督員指示及び特記によるもの

不凍結装置付

リモコンＦＶ

一体内臓形

隠蔽

小便器

設けない

別途工事)

液化石油ガス

本工事)

建築

スイング形)

スイング形)

隠蔽)

埋込形

買取)

買取)

ＪＩＳ１０ｋｇｆ/ｃｍ２

(０.９８ＭＰａ)

電気

水抜き装置付)

買取)

不要)

設備

●

埋込

)

)

不要

　　)

本組)

不要

別途

低圧ＦＶ

標準図ＭＣ形 

電熱器)

備考

露出)

)○

○

○

○

○

○

○○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

燃料タンク①　外形図・仕様

●

●

〇

撤去工事　既設軽油タンク及び基礎撤去工事

○ ○

既設平面図・改修後平面図　

令和 ７年 度　 災害 対策 事務 事業
非常用発電設備改修工事

●

27

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

配管勾配

管の保護

管の埋設

管の埋設表示

貫通部の処理

管の圧力又は満水

溶接部の非破壊検査

機器の基礎及び

振動絶縁効率

塗装

はつり

保温及び消音内貼

　給水、給湯、消火、冷温水、冷却水管は図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置

に向かって下り勾配とする。

コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管はプラスチックテープ1/2重ね1回巻きとする

コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

土中埋設管(排水管を含む)は、管の上下をサント゛クッション(100mm厚)で保護する。

給水管、消火管の埋設深さは 凍結深度以下とする。

ガス配管は埋設施工を行わないこと。

地中埋設する各配管の曲り､分岐箇所には､コンクリート製標柱(１００□×６００Ｈ)を埋込む。

舗装部分は埋設表示ピンとする。

埋設管には(排水管を除く)、埋設表示テープを併設する。

●共通仕様書第2編2.8.1によるほか充填箇所はシーリング材によりシーリングする。

●保温施工前に排水管は満水試験を、その他の管は圧力試験を行う。

機器取付後には機器を含めた全系統の満水又は圧力試験を行う。尚、試験方法について

は監督員と協議する。

抜取り率

検査の種類

機　器

遠心送風機

空調用ポンプ及び

ボイラー給水用ポンプ

揚水ポンプ及び

小型給水ポンプユニット

下記の金属管は塗装を行う。

●既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッター

共通仕様書第2編によるほか下記による。

給水管、給湯管、冷温水管等の、管、バルフ゛(グランド部を含む)、フランジ、可とう

継手及び空調ダクトのフランジは、建物内外共保温する。

保温端部はシーリング処理を施す。

各配管の保温厚で共通仕様書にて３０mm未満の箇所は排水管を除いて３０mm厚以上とする。

保温種別は下記による

　ダクト

　冷･温水､蒸気管

　機器

　給水管

　排水管

　給湯管

屋外露出

排気ダクトの保温(２５mm)

外気取入れダクトの保温(２５mm)

膨張タンクよりボイラーへの補給水管の保温は膨張管に準ずる。

建物内の空気抜き管の保温は膨張管に準ずる。

空気調和機、ファンコイル、冷水及び冷温水のドレン管は排水管に準じ保温する。

全熱交換器用ダクトの保温(２５mm)

共通仕様書による

ＲＴ

基　礎

主機械室

イ(

イ

イ

ハ

ロ

イ

標準基礎

標準基礎

標準基礎

ＰＴ又はＭＴ

1号

電気室

外壁より１.０ｍ迄

防振基礎

防振基礎

防振基礎

加湿器用ダクトの保温(２５mm)

2号)

 振動絶縁効率 

ロ

ロ

ロ

ロ(ヒーター巻部)

ロ

８０％以上

８０％以上

８０％以上

試験

あと施工アンカ－ ●改修工事標準仕様書第２編第5章による。
●確認試験は、・性能確認試験（　本）・施工後確認試験（4本）を確認強度25.4KNにておこなう。

●施工士の適用（第１種、第２種）あと施工アンカ－施工士による。

28

フェンス詳細図・両開き門扉詳細図

●

０.６

一般機器 重要機器

新設工事　燃料重油タンク（油庫式）２基の設置工事

○

●

M-08

M-09

M-10

既設軽油タンク図

　非常用発電設備

上記の基礎工事及び外周フェンス工事

○ ○

〇●

燃料タンク②　外形図・仕様

マルキ建築設計事務所
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駒ケ根市赤穂１０８７２番地１号　TEL　0265（82）5115
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喜
駒ヶ根市役所　総務部　危機管理課

部長 係長 係 担当課長 清 水

令和 7年度 　 災害対策事務事業

非 常 用 発 電 設 備 改 修 工 事

-
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機械設備特記仕様書

Ｍ-01

タンク基礎図・フェンス基礎図

現状配置図　

長野県　駒ヶ根市　赤須町16109番地11



 現 状 　 配 置 図 S:1/100
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教育委員会 器具庫
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テント倉庫

社会体育 早起き野球 ソフト関係
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防災科学研究所
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既設　ディ－ゼル発電機
２００ｋＶA（軽油仕様）

既設　燃料タンク
830Ｌ　（軽油貯蔵）

油面低下信号　配線　cvv　sq-2c

既設　燃料配管（移送管・返油管）
SGP15A2本、ﾊﾞﾙﾌﾞ、フレキ管、支持金物
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,
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隣地擁壁　H=1.490

950

消火器ボックス
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メッシュフェンス
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仮囲い
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CHIEFARCHITECT OFFICE

喜
駒ヶ根市役所　総務部　危機管理課

部長 係長 係 担当課長 清 水 非 常 用 発 電 設 備 改 修 工 事

1/1001/100令 和 7年 度 災 害 対 策 事 務 事 業  現 状 　 配 置 図

2 0 2 5 / 0 5 / 1 5

M-02
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簡易舗装

駐車場
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隣地擁壁　H=1.260

U字溝Ｕ-200

（撤去）既設　燃料配管（移送管・返油管）
SGP15A2本、ﾊﾞﾙﾌﾞ、フレキ管、支持金物

既設　ディ－ゼル発電機
２００ｋＶA（軽油仕様）隣地擁壁　H=1.490

（撤去）　既設　燃料タンク
830Ｌ　（軽油貯蔵）

倉庫　Ｃ

ソフト関係早起き野球

倉庫　B倉庫　Ａ

社会体育

9503,0006359,1853258,000

防災科学研究所

駒ヶ根強震観測施設

メッシュフェンス
Ｈ＝1.80ｍ
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消火器ボックスＨ＝1.80ｍ
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消火器ボックス
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,
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1
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1,300 1,000 1,300 4501,0001,0001,300

Ｈ＝1.80ｍ
メッシュフェンス

駒ヶ根強震観測施設

防災科学研究所

8,000

社会体育

倉庫　Ａ 倉庫　B

早起き野球 ソフト関係

倉庫　Ｃ

既設　ディ－ゼル発電機
２００ｋＶA（LSA重油仕様）
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2
,
2
0
0

1
,
0
5
0

Ｈ＝1.80ｍ

13,650

9
6
0

（新設）　燃料入口管　SGP15A

（新設）　燃料戻り管　SGP15A

フレキ管、バルブ、ストレ－ナ－、仕上げ、支持金物共

フレキ管、バルブ、仕上げ、支持金物共

▽　隣地境界線

（新設）油面低下信号　配線　CVV　sq-2c　　FEP30
　

（新設）　油庫式燃料タンク①

（新設）　油庫式燃料タンク②

１９５０Ｌ　ＬＳＡ重油貯蔵

１９５０Ｌ　ＬＳＡ重油貯蔵

（新設）　連通管　SGP 40Ax2 仕上げ、支持金物共

8,000 13,650

（新設）　燃料タンク基礎　 （新設）　燃料タンク基礎　

W3350XD2500XH300 W3350XD2500XH300

（撤去）　油面低下信号　配線　CVV　sq-2c

既存平面図

改修後平面図工事概要
撤去工事

1）燃料タンク撤去撤去（軽油処分共）
2）燃料タンク基礎撤去
3）燃料配管撤去（支持金物共）
4）油面低下信号線撤去

新設工事
1）燃料タンク基礎　2基
2）燃料タンク新設（油庫式）　1950L　①，②
3）燃料配管工事（発電機～燃料タンク①～燃料タンク②
4）油面低下信新号線（配線、配管共）
5）既設発電機　燃料種変更（軽油→LSA重油）

6）外周　メッシュフェンス　Ｈ＝1.80ｍ　出入り口1ヶ所（鍵付き）
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60
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（
基
礎
）

メッシュフェンス

メッシュフェンス

7）フェンス内　　砕石敷　厚さ200ｍｍ

消火器ボックス 消火器ボックス

マルキ建築設計事務所
管理建築士　一級建築士登録第７８３７４号 清水文喜
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喜
駒ヶ根市役所　総務部　危機管理課

部長 係長 係 担当課長 清 水

令 和 7年 度 災 害 対 策 事 務 事 業

非 常 用 発 電 設 備 改 修 工 事

1/1001/100既 設  平 面 図

改 修 後  平 面 図

2 0 2 5 / 0 5 / 1 5
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あと施工アンカ－　接着系アンカ－

ABT　M16-8本　（HP-16）　L＝130
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防火ﾀﾞﾝﾊﾟ-

フロ－トスイッチ

連結口　40A

150 400 700

JIS10KFF

送油口　15A

返油口　15A

JIS10KFF

JIS10KFF

防火ﾀﾞﾝﾊﾟ-
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容　量：（2950-6.4)×(2100-6.4)×(360-3.2)×10
         2943.6×2093.6×356.8×10 =2198.85L
          2198.85÷1950×100(%)=112.76%

総　容　量：（1950-9)×(1100-9)×(1033-10.5)×10
                 1941×1091×1022.5×10 =2165.27L
空間容量  ：2165.27-1950=215.27L
空間容量比：215.27÷2165.27×100(%)=9.94%
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防油堤容量計算

容量計算

ボンネット使用鋼板
　屋根　：SPHC　ｔ2.3
　外板　：SPHC　ｔ2.3
　防油堤：SPHC　ｔ3.2
　ベース：SS400　［　150×75

燃料タンク
　天板：SS400　ｔ4.5
　側板：SS400　ｔ4.5
　底板：SS400　ｔ6.0
　架台：SS400 L　65×65×ｔ6

標準塗装
ベース：塗装仕上

塗装色：5Y7/1半ツヤ

乾燥質量：約2300kg

-6

-6

-6

235 960 960 960 235

2
3
5

2
,
0
3
0

2
3
5

3
0
0

G,L

出入口　特定防火設備の防火戸

自閉式　W＝960ｘH＝1600

貯 蔵 液 種 　 ： Ａ 重 油

タ ン ク 検 査 　 ： 消 防 水 張 検 査

1．本設備は、上伊那広域連合火災予防条例対象（少量危険物貯蔵所）に該当します。

所轄消防署に事前に届出してください。

10型消火器

消火器用格納庫（10型1本用）

表示板・標識　（少量危険物用）

1　本

1　台

3　枚

φ22

マルキ建築設計事務所
管理建築士　一級建築士登録第７８３７４号 清水文喜

駒ケ根市赤穂１０８７２番地１号　TEL　0265（82）5115
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喜
駒ヶ根市役所　総務部　危機管理課

部長 係長 係 担当課長 清 水

1/501/50

外 形 図 ・ 仕 様

令和 7年度災害対策事務事業

非 常 用 発 電 設 備 改 修 工 事

燃 料 タ ン ク 　 ①

M-04
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自閉式　W＝960ｘH＝1600

出入口　特定防火設備の防火戸

φ22

あと施工アンカ－　接着系アンカ－

ABT　M16-8本　（HP-16）　L＝130

所轄消防署に事前に届出してください。

1．本設備は、上伊那広域連合火災予防条例対象（少量危険物貯蔵所）に該当します。

3　枚表示板・標識　（少量危険物用）

1　台

1　本

消火器用格納庫（10型1本用）

10型消火器

タ ン ク 検 査 　 ： 消 防 水 張 検 査

貯 蔵 液 種 　 ： Ａ 重 油
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4－吊金具
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4－φ35

吊り用
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ﾍﾞ-ｽアンカ－ピッチ図 基礎図

容　量：（2950-6.4)×(2100-6.4)×(360-3.2)×10
         2943.6×2093.6×356.8×10 =2198.85L
          2198.85÷1950×100(%)=112.76%

総　容　量：（1950-9)×(1100-9)×(1033-10.5)×10
                 1941×1091×1022.5×10 =2165.27L
空間容量  ：2165.27-1950=215.27L
空間容量比：215.27÷2165.27×100(%)=9.94%
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防油堤容量計算

容量計算

ボンネット使用鋼板
　屋根　：SPHC　ｔ2.3
　外板　：SPHC　ｔ2.3
　防油堤：SPHC　ｔ3.2
　ベース：SS400　［　150×75

燃料タンク
　天板：SS400　ｔ4.5
　側板：SS400　ｔ4.5
　底板：SS400　ｔ6.0
　架台：SS400 L　65×65×ｔ6

標準塗装
ベース：塗装仕上

塗装色：5Y7/1半ツヤ

乾燥質量：約2300kg
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外 形 図 ・ 仕 様

令和 7年度災害対策事務事業

非 常 用 発 電 設 備 改 修 工 事 M-05

燃 料 タ ン ク 　 ②
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令和 7年度災害対策事務事業

非 常 用 発 電 設 備 改 修 工 事
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